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は
じ
め
に

私
は
、
健
康
福
祉
局
医
療
政

策
課
（
当
時
）
か
ら
、「
医
療
政

策
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
」
の

一
環
と
し
て
、
平
成
25
年
９
月
か

ら
平
成
27
年
９
月
ま
で
多
摩
大
学

大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科
（
前

期
博
士
課
程
）
に
派
遣
し
て
い
た

だ
き
、
真
野
俊
樹
教
授
（
専
門
：

医
療
経
済
、
医
療
政
策
）
の
ご
指

導
の
も
と
、
医
療
政
策
に
つ
い
て

専
門
的
に
学
ぶ
と
い
う
大
変
貴
重

な
機
会
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
は
、
同
大
学
院
修
了
に

あ
た
っ
て
提
出
し
た
修
士
論
文
を

一
部
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
慢
性
期
病
床
」
を
研
究
対
象

と
し
た
の
は
、
自
分
自
身
が
急
性

期
病
院
に
勤
務
し
、
医
療
現
場
に

お
け
る
課
題
等
に
つ
い
て
触
れ
て

い
く
な
か
で
、「
こ
れ
か
ら
の
医

療
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
急

性
期
病
床
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

慢
性
期
病
床
が
そ
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
を
強

く
持
っ
た
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
修
士
論
文
執
筆
当
時

は
、「
地
域
医
療
構
想
」
等
の
概

要
が
示
さ
れ
始
め
た
頃
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
現
時
点
か
ら
み
る
と

や
や
「
古
い
内
容
」
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ご
了
承
願
い
た
い
。

１　

研
究
目
的

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改
定

は
、「
病
床
機
能
の
再
編
」
に
向

け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

も
の
と
言
え
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
今
回
の
診

療
報
酬
改
正
の
基
本
認
識
と
し
て

「
入
院
医
療
・
外
来
医
療
を
含
め

た
医
療
機
関
の
機
能
分
化
・
強
化

と
連
携
、
在
宅
医
療
の
充
実
等
に

取
り
組
み
、
医
療
提
供
体
制
の
再

構
築
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
る
」
こ
と
と
し
て
い

る
。そ

し
て
、
基
本
認
識
を
実
現

す
る
た
め
に
、
新
た
に
「
病
床
機

能
報
告
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。こ

の
「
病
床
機
能
報
告
制
度
」

で
は
、
病
床
区
分
を
「
高
度
急
性

期
病
床
」、「
急
性
期
病
床
」、「
回

復
期
病
床
」、「
慢
性
期
病
床
」
の

４
区
分
に
分
類
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

こ
の
う
ち
、「
慢
性
期
病
床
」

に
つ
い
て
は
、
高
度
急
性
期
病
床

及
び
急
性
期
病
床
の
受
け
皿
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
５
年
問

題
」
を
始
め
と
す
る
、
こ
れ
か
ら

の
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

一
方
で
、
現
在
の
慢
性
期
病

床
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
質
の

向
上
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

見
解
も
あ
り
、
機
能
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
部
を

中
心
に
慢
性
期
病
床
の
絶
対
数
が

不
足
し
て
お
り
、
急
性
期
病
床
か

ら
の
受
け
皿
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

慢
性
期
病
床
の
現
状
及
び
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
慢
性
期
病

床
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
機
能
が
求

め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
研
究
す

る
こ
と
と
す
る
。

２　

先
行
研
究
及
び
仮
説

①
先
行
研
究

慢
性
期
病
床
に
求
め
ら
れ
る
機

能
を
考
察
す
る
た
め
、
原
祐
一
氏

（
医
療
法
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
理
事
長
、

特
定
医
療
法
人
原
土
井
病
院
副

理
事
長
、
福
岡
県
医
師
会
理
事
）、

武
久
洋
三
氏
（
日
本
慢
性
期
医
療

協
会
会
長
、
医
療
法
人
平
成
博
愛

会
博
愛
記
念
病
院
理
事
長
）
及
び

安
藤
高
朗
氏
（
全
日
本
病
院
協
会

副
会
長
、
日
本
慢
性
期
医
療
協
会

副
会
長
、
医
療
法
人
社
団
永
生
会

理
事
長
）
の
３
氏
の
見
解
に
つ
い

て
先
行
研
究
を
行
っ
た
。

先
行
研
究
の
結
果
、
３
氏
の
見

解
に
は
若
干
見
解
が
相
違
す
る
と

思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
慢
性

期
病
床
に
は
概
ね
以
下
の
機
能
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
急
性
期
病
床
か
ら
の
受
入
れ

・
在
宅
療
養
患
者
や
高
齢
者
施
設

入
所
者
の
急
変
時
の
対
応

・
難
病
患
者
及
び
障
害
者
の
受
入

れ・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

・
緩
和
ケ
ア
の
実
施

・
主
治
医
と
し
て
の
役
割

・
高
齢
者
施
設
と
の
連
携

②
仮
説
（
図
１
）

上
記
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お

り
仮
説
を
設
定
す
る
。



表 1 これからの慢性期医療に求
　　 められる機能（傾斜配分後）

合計
①急性期病院からの受入れ 41
②在宅・施設入所者の急変時
の対応 25

③難病・障害者対応 9
④リハビリ 14
⑤認知症対応 12
⑥緩和ケア 5
⑦主治医としての役割 2
⑨その他 0
⑩無回答 6
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「
川
下
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
が
、
今
後
は
急
性
期
病
床

に
お
け
る
治
療
が
終
わ
っ
た
患
者

に
つ
い
て
、
亜
急
性
期
か
ら
慢
性

期
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
範
囲
を

対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

３　

調
査
の
実
施

２
で
述
べ
た
仮
説
を
検
証
す

る
た
め
、
次
の
と
お
り
調
査
を
実

施
し
た
。

①
調
査
概
要

調
査
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

（
調
査
概
要
）

・
調
査
件
名
：「
慢
性
期
医
療
の

現
状
及
び
今
後
の
あ
り
方
に
関
す

る
実
態
調
査
」

・
調
査
方
式
：
調
査
票
を
郵
送
す

る
方
式
に
よ
り
実
施

・
調
査
対
象
医
療
機
関
：
横
浜
市

内
の
全
て
の
病
院
（
平
成
27
年
１

月
１
日
現
在
：
１
３
４
病
院
）

・
調
査
実
施
時
期
：
平
成
27
年
１

月
19
日
か
ら
２
月
16
日
ま
で

・
回
答
医
療
機
関
数
：
19
病
院
・

20
人
か
ら
回
答
（
同
一
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
職
種
の
異
な
る
２
名

か
ら
回
答
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、

病
院
数
と
人
数
が
異
な
る
。な
お
、

調
査
票
の
集
計
上
は
別
々
の
回
答

と
し
て
扱
っ
た
。）

・
調
査
票
回
収
率
：
14
・
９
％

②
調
査
結
果

⑴
こ
れ
か
ら
の
慢
性
期
医
療
の
あ

り
方こ

れ
か
ら
の
慢
性
期
医
療
に

必
要
な
機
能
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

な
お
、「
最
も
重
要
」
と
し
た
回

答
に
３
点
、「
２
番
目
に
重
要
」

と
し
た
回
答
に
２
点
、「
３
番
目

に
重
要
」
と
し
た
回
答
に
１
点
と

い
う
傾
斜
配
分
を
行
っ
た
。

結
果
は
、
表
１
の
と
お
り
で

あ
る
。

「
急
性
期
病
院
か
ら
の
受
入

れ
」
と
し
た
回
答
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
急
性
期

医
療
か
ら
の
受
入
れ
が
慢
性
期
医

療
の
最
も
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ

と
か
ら
考
え
て
も
、
妥
当
な
結
果

で
あ
る
。

次
に
「
在
宅
・
施
設
入
所
者

の
急
変
時
の
対
応
」
と
し
て
い
る

回
答
が
多
い
。
在
宅
・
施
設
入
所

者
の
急
変
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
現
に
急
性
期
機
能
を
有
す
る

医
療
機
関
で
も
受
入
れ
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
在
院
日
数

の
短
縮
化
が
進
む
急
性
期
病
院
で

は
、
在
宅
・
施
設
入
所
者
を
受
け

入
れ
た
と
し
て
も
急
性
期
病
院
と

し
て
治
療
を
行
う
こ
と
で
精
一
杯

で
あ
り
、
疾
患
の
根
本
原
因
ま
で

治
療
し
、
退
院
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
。
こ
の
た
め
、
慢
性
期
機
能

を
有
す
る
医
療
機
関
が
在
宅
・
施

設
入
所
者
が
急
変
し
た
場
合
の
対

応
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
今
回
の
結
果
に

つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
平
成
26
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
に
お
い
て
「
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
」
が
新
設
さ
れ
、
こ
の

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
在
宅
・
施

設
入
所
者
の
急
変
時
の
対
応
を
担

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
と
慢
性
期
病

床
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

か
が
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

３
番
目
に
回
答
が
多
か
っ
た

も
の
と
し
て
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

以
下
「
認
知
症
対
応
」「
難
病
・

障
害
者
対
応
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

し
た
回
答
が
比
較
的
多
い
背
景
と

し
て
は
、
平
成
26
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
お
い
て
療
養
病
棟
に
お
け

る
在
宅
復
帰
機
能
を
評
価
す
る
も

の
と
し
て
「
在
宅
復
帰
機
能
強
化

加
算
」
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
従

来
よ
り
も
慢
性
期
医
療
の
現
場
に

お
い
て
も
在
宅
復
帰
を
重
視
す
る

方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
は
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
念
が
、

急
性
期
機
能
を
有
す
る
医
療
機
関

で
行
わ
れ
る
「
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
し
く
は
回
復
期

機
能
を
有
す
る
医
療
機
関
で
行
わ

れ
る
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
指
す
こ
と
が
比
較
的

多
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
慢
性

期
医
療
を
有
す
る
医
療
機
関
で
も

積
極
的
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
認
知
症
対
応
」
に
つ
い
て
は
、

医
療
的
必
要
度
が
高
く
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
高
齢
者
施

設
で
は
対
応
で
き
な
い
患
者
の
受

入
れ
が
慢
性
期
病
床
に
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
難
病
・
障
害
者
対
応
」
に
つ

い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

慢
性
期
医
療
を
有
す
る
医
療
機
関

の
本
来
的
な
役
割
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

⑵
「
亜
急
性
期
病
床
の
役
割
」

次
に
い
わ
ゆ
る
「
亜
急
性
期

病
床
」
の
役
割
を
、
今
後
回
復
期

病
床
と
慢
性
期
病
床
の
ど
ち
ら
が

慢
性
期
病
床
は
、
最
も
基
本

的
な
「
急
性
期
病
床
か
ら
受
け
入

れ
た
患
者
に
つ
い
て
長
期
療
養
の

場
を
提
供
す
る
」
及
び
「
難
病
患

者
・
障
害
者
を
受
け
入
れ
る
」
と

い
う
機
能
に
加
え
て
、今
後
は「
維

持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
」、「
緩
和
ケ
ア
の
提
供
」、「
主

治
医
機
能
」、「
高
齢
者
施
設
と
の

連
携
」
な
ど
様
々
な
機
能
を
有
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
従
来
は
「
亜
急
性
期

病
床
」
が
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
「
在
宅
患
者
・
施
設
入
所
者
の

急
変
時
の
対
応
」
な
ど
に
つ
い
て

も
、
慢
性
期
病
床
が
担
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
慢
性
期
病
床
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
病
床
区
分

に
お
い
て
最
終
段
階
の
、
い
わ
ば 図１　イメージ図



表２　亜急性期機能の位置付け
①慢性期病床が亜急性期機能も
担うべきである 5

②回復期病床が亜急性期機能も
担うべきである 10

③その他 2

④無回答 3

表３ 急性期病床から慢性期病
　　 床への転換が進むか

①進むと思う 3

②ある程度思う 8

③あまり思わない 7

④思わない 0

⑤無回答 2

表４ 急性期病床から慢性期病床への
　　 転換が進まない理由

①医療者の急性期志向 2

②患者の急性期志向 0

③診療報酬の問題 5

④医療体制（人員体制等）の問題 0

⑤その他 0

⑥無回答 0
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「
回
復
期
病
床
が
亜
急
性
期
機

能
も
担
う
べ
き
」
と
し
た
回
答
が

「
慢
性
期
病
床
が
亜
急
性
期
機
能

も
担
う
べ
き
」
と
し
た
回
答
の
２

倍
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
由
意
見
と
し
て
、

以
下
の
意
見
が
あ
っ
た
。

（
自
由
意
見
）

・
両
者
が
必
要
な
機
能
に
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。

・
主
と
な
る
の
は
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
で
は
な
い
か
。

「
回
復
期
病
床
が
亜
急
性
期
機

能
も
担
う
べ
き
」
と
し
た
背
景
と

し
て
は
、
従
来
の
病
床
区
分
の
考

え
方
が
背
景
に
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
病

床
区
分
は
、
治
療
に
お
け
る
時
間

的
経
過
と
と
も
に
、「
高
度
急
性

期
病
床
」
→
「
急
性
期
病
床
」
→

「
回
復
期
病
床
」
→
「
慢
性
期
病

床
」
と
い
う
フ
ロ
ー
で
説
明
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
亜
急

性
期
病
床
は
急
性
期
病
床
と
回
復

期
病
床
の
中
間
に
位
置
し
、
回
復

期
病
床
の
方
が
慢
性
期
病
床
と
比

較
し
て
、
亜
急
性
期
病
床
に
よ
り

近
い
状
態
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、

回
復
期
病
床
が
亜
急
性
期
機
能
を

担
う
べ
き
と
い
う
と
い
う
考
え
方

が
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
、
慢
性
期
病
床
の
現
場

に
お
い
て
人
員
体
制
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
亜
急
性
期
状
態
に
あ

る
患
者
の
受
入
れ
に
消
極
的
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
一
因
と
考
え

ら
れ
る
。

⑶
急
性
期
病
床
か
ら
慢
性
期
病
床

へ
の
転
換

急
性
期
病
床
か
ら
慢
性
期
病

床
へ
の
転
換
が
進
む
か
ど
う
か
、

進
ま
な
い
と
考
え
る
場
合
は
そ
の

理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に

つ
い
て
尋
ね
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
表
３
及

び
表
４
の
と
お
り
で
あ
る
。

急
性
期
病
床
か
ら
慢
性
期
病

床
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、「
進

む
と
思
う
」「
あ
る
程
度
進
む
と

思
う
」
と
回
答
し
た
数
が
「
あ
ま

り
進
む
と
思
わ
な
い
」
と
い
う
回

答
を
や
や
上
回
っ
た
結
果
と
な
っ

た
。
ま
た
、「
あ
ま
り
進
む
と
思

わ
な
い
」
と
し
た
理
由
に
つ
い
て

は
、「
診
療
報
酬
の
問
題
」
と
す

る
回
答
が
多
か
っ
た
。

急
性
期
病
床
か
ら
慢
性
期
病

床
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
自
主

的
に
転
換
を
検
討
す
る
医
療
機
関

も
一
定
数
は
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
一
方
で
、
病
床
機
能
報
告
制

度
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
作
成
す

る
「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お

い
て
病
床
再
編
の
方
向
が
示
さ

れ
、
や
む
な
く
急
性
期
病
床
か
ら

慢
性
期
病
床
へ
の
転
換
を
行
う
医

療
機
関
も
少
な
く
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
転
換

が
進
む
と
回
答
し
た
医
療
機
関
が

比
較
的
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。ま

た
、
転
換
が
進
ま
な
い
と

し
た
回
答
も
一
定
数
あ
り
、
仮
に

「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い

て
病
床
再
編
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
と
し
て
も
、
急
性
期
病
床
と
比

較
し
て
大
幅
に
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
診
療
報
酬
制
度
の
下
で
は
転

換
が
進
ま
な
い
と
考
え
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

⑷
病
床
転
換
の
た
め
の
支
援
策

最
後
に
急
性
期
病
床
か
ら
慢

性
期
病
床
へ
の
転
換
を
進
め
る
た

め
の
支
援
策
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

な
お
、「
最
も
重
要
」
と
し
た
回

答
に
３
点
、「
２
番
目
に
重
要
」

と
し
た
回
答
に
２
点
、「
３
番
目

に
重
要
」
と
し
た
回
答
に
１
点
と

い
う
傾
斜
配
分
を
行
っ
た
。

結
果
は
、
表
５
の
と
お
り
で

あ
る
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
施
設

基
準（
特
に
ハ
ー
ド
面
）の
緩
和
」

で
あ
る
。
次
い
で
「
施
設
運
営
に

対
す
る
補
助
金
の
交
付
」
と
な
っ

て
お
り
、
以
下
「
患
者
に
対
す
る

啓
発
（
機
能
分
化
等
に
関
す
る
啓

発
）、「
施
設
整
備
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
」、「
患
者
の
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
（
急
性
期
→
慢
性

期
）」、「
慢
性
期
病
院
で
の
勤
務

を
希
望
す
る
医
療
者
（
医
師
・
看

護
師
等
）
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

担
っ
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
の
か

尋
ね
た
。

設
問
の
趣
旨
は
以
下
の
３
点

で
あ
る
。

第
一
に
、
平
成
26
年
度
に
新

た
に
創
設
さ
れ
た
病
床
機
能
報
告

制
度
に
お
い
て
、病
床
機
能
が「
高

度
急
性
期
病
床
」、「
急
性
期
病

床
」、「
回
復
期
病
床
」「
慢
性
期

病
床
」
の
４
分
類
に
区
分
さ
れ
た

た
め
、「
亜
急
性
期
病
床
」
の
位

置
付
け
が
不
明
確
に
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

第
二
に
、
平
成
26
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
お
い
て
「
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
」
が
創
設
さ
れ
、在
宅
・

施
設
入
所
者
の
急
変
時
の
対
応
を

行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
従
来
亜
急
性
期
病
床
が
担
っ

て
い
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
仮
説
で

述
べ
た
と
お
り
、
著
者
は
慢
性
期

病
床
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
第
一
及
び
第
二

の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
亜
急
性
期

機
能
は
病
床
機
能
報
告
制
度
に
は

位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
そ
の

役
割
は
引
き
続
き
重
要
で
あ
り
、

慢
性
期
病
床
が
亜
急
性
期
機
能
も

担
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

結
果
に
つ
い
て
は
表
２
の
と

お
り
で
あ
る
。



表５ 急性期病床から慢性期病床への転換
　　 を進めるための支援（傾斜配分後）
①施設整備に対する補助金の交付 10
②土地の無償もしくは定額貸付 4
③施設運営に対する補助金の交付 17
④施設基準（特にハード面）の緩和 18
⑤施設基準（建ぺい率等）の緩和 3
⑥慢性期病院での勤務を希望する医療
者（医師・看護師等）のマッチング 8

⑦患者のマッチングシステム
　（急性期→慢性期） 9

⑧患者に対する啓発
　（機能分化等に関する啓発） 14

⑨その他 12
⑩無回答 12
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で
あ
れ
ば
、
検
討
す
べ
き
項
目
で

あ
る
と
考
え
る
。

一
方
で
、
ソ
フ
ト
面
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
に
一
定
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
は
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
診

療
報
酬
の
適
正
化
な
ど
に
比
べ
れ

ば
比
較
的
容
易
に
実
行
で
き
る
も

の
が
多
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
に
応
じ
た
対
応
も
可
能

で
あ
る
。

４　

考
察　

「
２
」
で
設
定
し
た
仮
説
に
つ

い
て
、先
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

こ
れ
か
ら
の
慢
性
期
病
床
に
必
要

な
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
急
性
期
病
床
か
ら
の
受
入

れ
」
及
び
「
難
病
・
障
害
者
対
応
」

が
慢
性
期
病
床
に
必
要
な
機
能
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
の

２
項
目
が
慢
性
期
病
床
の
最
も
基

本
的
な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
、
病
床

機
能
報
告
制
度
に
お
い
て
、
慢
性

期
病
床
が
「
長
期
に
わ
た
り
療
養

が
必
要
な
患
者
」及
び「
障
害
者
」

を
対
象
と
す
る
こ
と
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
一
致
す
る
。

次
に
仮
説
に
お
い
て
、
慢
性

期
病
床
の
機
能
の
う
ち
、「
急
性

期
病
床
か
ら
の
受
入
れ
」及
び「
難

病
・
障
害
者
対
応
」と
い
っ
た「
コ

ア
」
な
部
分
に
付
加
す
る
機
能
と

し
て
い
た
「
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
」、「
緩
和
ケ

ア
の
提
供
」、「
主
治
医
機
能
」
及

び
「
高
齢
者
施
設
と
の
連
携
」
に

つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
」
に
つ
い
て
は
、

慢
性
期
病
床
に
必
要
な
機
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。し
か
し
、

そ
れ
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
上
位
に
は
位
置
付
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
調
査
項
目
が
重
要

度
順
に
３
項
目
選
択
す
る
も
の
で

あ
り
、
大
部
分
の
回
答
が
「
急
性

期
病
床
か
ら
の
受
入
れ
」、「
在
宅
・

施
設
入
所
者
の
急
変
時
の
対
応
」

「
難
病
・
障
害
者
対
応
」
及
び
「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
４
項
目

に
集
中
し
て
し
ま
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
実
質
的
に
考
え
た
場

合
で
も
、
例
え
ば
「
緩
和
ケ
ア
」

に
つ
い
て
は
緩
和
ケ
ア
病
棟
及
び

ホ
ス
ピ
ス
な
ど
で
看
取
り
を
行
う

方
が
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

や
尊
厳
を
維
持
で
き
る
と
考
え
る

見
解
が
多
く
、
必
ず
し
も
慢
性
期

病
床
に
必
要
な
機
能
と
は
捉
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

同
様
に
「
主
治
医
と
し
て
の
役
割
」

に
つ
い
て
も
、
診
療
所
の
医
師
が

主
治
医
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が

病
院
と
診
療
所
を
始
め
と
す
る
地

域
医
療
機
関
の
連
携
の
観
点
か
ら

も
望
ま
し
い
姿
と
考
え
た
た
め
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の

他
の
項
目
も
含
め
、
慢
性
期
病
床

で
も
対
応
で
き
る
が
、他
の
医
療
・

介
護
施
設
等
に
お
い
て
実
施
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
慢
性
期
病

床
の
固
有
の
機
能
と
は
捉
え
ら
れ

て
い
な
い
傾
向
に
あ
る
。

次
に
、
仮
説
に
お
い
て
、
必

ず
し
も
慢
性
期
病
床
の
対
象
と
は

い
え
な
い
も
の
の
、
今
後
慢
性
期

病
床
が
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
し
て
い
た
「
在
宅
・

施
設
入
所
者
の
急
変
時
の
対
応
」

に
つ
い
て
は
、「
急
性
期
病
床
か

ら
の
受
入
れ
」
に
次
い
で
重
要
な

機
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
こ
れ
は
、
従
来
、
亜
急
性
期

病
床
が
対
応
し
て
い
た
機
能
に
つ

い
て
、
今
後
慢
性
期
病
床
が
担
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
慢
性
期
病
床
の
対
象
範
囲
が

拡
大
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
亜
急
性
期
機
能
に
つ

い
て
は
、
慢
性
期
病
床
と
回
復
期

病
床
の
ど
ち
ら
が
担
っ
て
い
く
べ

き
か
」
に
対
し
て
は
、「
回
復
期

病
床
が
亜
急
性
期
機
能
を
担
い
、

慢
性
期
医
療
は
長
期
療
養
患
者
へ

の
対
応
を
主
と
す
べ
き
で
あ
る
」

と
す
る
回
答
が
多
数
を
占
め
た
。

ム
」
と
続
い
て
い
る
。

ま
た
、「
そ
の
他
」
と
し
て
以

下
の
意
見
が
あ
っ
た
。

・
施
設
基
準
の
見
直
し

・
医
療
者
（
医
師
・
看
護
師
）
へ

の
啓
発

・
診
療
報
酬
の
適
正
化
（
急
性
期

の
施
設
基
準
の
厳
格
化
と
慢
性
期

の
改
善
）

・
慢
性
期
で
も
医
療
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
に
対
す
る
診
療
報
酬

支
援
策
に
つ
い
て
大
別
す
る
と
、

施
設
基
準
の
緩
和
及
び
施
設
運
営

に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
な
ど
、

い
わ
ば
制
度
面
や
金
銭
面
で
の
支

援
策
と
、
患
者
の
啓
発
及
び
患
者

の
マッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
ソ
フ
ト

面
で
の
支
援
策
に
分
か
れ
る
。

診
療
報
酬
や
各
種
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
国
や
地
方
自
治
体
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
や
、
予

算
的
な
制
約
が
あ
る
が
、
今
後
病

床
の
機
能
分
化
を
進
め
て
い
く
の

こ
の
結
果
の
背
景
に
つ
い
て

は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
回
復
期

病
床
の
方
が
慢
性
期
病
床
と
比
較

し
て
よ
り
亜
急
性
期
病
床
に
近
い

位
置
に
あ
る
こ
と
が
要
因
だ
と
思

わ
れ
る
。

し
か
し
、「
在
宅
・
施
設
入
所

者
の
急
変
時
の
対
応
」
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
で
対
応
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
亜
急
性
期
的
な

位
置
付
け
が
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
も
、
慢

性
期
医
療
に
お
い
て
も
在
宅
復
帰

が
求
め
ら
れ
て
い
く
状
況
に
お
い

て
は
、
急
性
期
病
院
と
在
宅
を
結

ぶ
役
割
を
果
た
す
と
い
う
意
味
に

お
い
て
、
亜
急
性
期
的
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、「
慢
性
期
病
床
に

つ
い
て
は
、
今
後
そ
の
範
囲
を
拡

大
し
、
急
性
期
治
療
が
経
過
し
た

患
者
を
対
象
に
、
亜
急
性
期
か
ら

慢
性
期
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
範

囲
を
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
い
う
仮
説
は
立
証
さ
れ
た

と
考
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
慢
性
期
病
床

が
い
か
に
有
効
に
機
能
す
る
か

が
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
我

が
国
に
お
け
る
医
療
制
度
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
と
考
え
る
。




